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まで

村税
14億972万円
27.2%

総務費
7億6571万円
15.4%

議会費
9105万円  1.8%

諸支出費
34万円  0.0%

民生費
16億252万円
32.2%

教育費
9億1292万円
18.3%

公債費
2億8042万円
5.6%

消防費
2億5075万円
5.0%
土木費

4億4354万円
8.9%

商工費
2899万円 0.6%

農林水産業費
3億2833万円
6.6%

衛生費
2億7337万円 5.5%労働費

427万円 0.1%

その他
5億6881万円
11.0%

村債（村の借金）
2億4783万円
4.8%

県支出金
3億9654万円
7.7%

国庫支出金
7億1162万円
13.7%

地方譲与税
7962万円
1.5%

各種交付金
2億5179万円
4.9%

地方交付税
14億1084万円
27.2%

分担金、使用料等
1億479万円 2.0%

議会費 諸支出費

平成２5年度  一般会計決算の内訳平成２5年度  一般会計決算の内訳

歳 入
51億

8,156万円

歳 出
49億

8,222万円

※万円未満は四捨五入。端数処理により合計が100％とならない場合があります。

２2014.10

した。本定例会では、平成25年度決算の認定が10件、条例の判定などの議案が

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
歳
入
決

算
額
は
、
51
億
８
１
５
６
万
円
、

前
年
度
対
比
１
０
５
・
６
％
、
歳

出
決
算
額
は
、
49
億
８
２
２
２
万

円
、
前
年
度
対
比
１
０
７
・
３
％

で
し
た
。

　

主
な
歳
入
は
、
村
税
14
億
９
７

２
万
円
、
前
年
度
対
比
１
０
２
・

１
％
で
２
９
５
７
万
円
の
増
額
、

地
方
交
付
税
14
億
１
０
８
４
万

円
、
前
年
度
対
比
９
９
・
９
％
で

52
万
円
の
減
額
で
し
た
。

　

主
な
歳
出
は
、
民
生
費
16
億
２

５
２
万
円
で
、
特
に
社
会
福
祉
費

　

村
長
よ
り
審
査
に
付
さ
れ
た
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計
に
係
る
平

成
25
年
度
歳
入
・
歳
出
決
算
に
つ

い
て
、
７
月
14
日
〜
８
月
１
日
ま

で(

実
８
日
間)

の
間
、
審
査
を

実
施
し
た
。各
会
計
に
係
る
歳
入
・

歳
出
決
算
、
歳
入
・
歳
出
決
算
事

項
別
明
細
書
、
実
質
収
支
に
関
す

る
調
書
及
び
財
産
に
関
す
る
調
書

は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
計
数
は
、
関

が
９
億
５
６
４
４
万
円
、
児
童
福

祉
費
が
６
億
４
５
６
７
万
円
で
、

い
ず
れ
も
前
年
比
よ
り
増
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
総
務
費
は
、
７
億
６
５

７
１
万
円
で
、
総
務
管
理
費
は

６
億
４
１
１
６
万
円
と
前
年
よ
り

増
額
で
し
た
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
１
億
９

９
３
４
万
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額

か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
財
源
を

引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
１
億
２

６
３
７
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。

係
諸
帳
簿
そ
の
他
書
類
を
照
合

し
た
結
果
、
誤
り
の
な
い
も
の

と
認
め
ら
れ
、
予
算
の
執
行
及

び
関
連
す
る
事
務
も
、
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら

れ
た
。

監
査
委
員

岩
﨑　

唯
雄

柗
井　

保
夫

一
般
会
計
全
会
一
致
で
認
定

監
査
委
員
の
審
査
意
見



会　計　名 歳　入 歳　出 審議結 果
４９億８２２２万円
１５億６１８２万円
１億　　５４万円
９億５７５４万円
２３３９万円

４億８７８５万円
１億２２９８万円
１億５７２０万円
１億５３８６万円
２億５５７２万円
７９４３万円

全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成

全員賛成

一般会計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計 
介護保険特別会計
住宅新築資金等貸付特別会計
公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
学校給食事業特別会計
自然エネルギー発電事業特別会計

上水道事業会計　   収益的収支
　　　　　　　   資本的収支

歳 歳 出

平成25年度  会計別決算平成25年度  会計別決算
５１億８１５６万円
１７億４７７１万円
１億　　５４万円
９億８１０４万円
２３３９万円

４億８７８５万円
１億２２９８万円
１億５７５９万円
１億５５１５万円
２億５７６６万円

５００万円

村の預金 村の借金

村の実質公債費比率　6.2％
（前年度比 0.2ポイント悪化）
実質公債費比率とは、実質的な公債費（地方の借金の返済金）が財
政に及ぼす負担を表す指標です。通常は３年間の平均を使用。

※１７億５９０３万円のうち１億９千万円については、榛東村白子
の海ソーラーポートでの運用を行っている。

一般会計 ３１億８０７２万円
介護保険特別会計 １６０万円
住宅新築資金等貸付特別会計 ９３９６万円
公共下水道事業特別会計 ２３億　９２８万円
農業集落排水事業特別会計 １８億８２４４万円

（一般会計）

国民健康保険基金 １億１００３万円
介護給付費準備基金 １３８１万円
自然エネルギー発電運用基金 ４０３万円
　　　　　小　　　計 １億２７８７万円

（特別会計）

　　　総　　　　   額 ５９億４４８２万円
　　　村民一人あたり ４１万円

【前年度対比　１０５％】

　　　総　　　　   額 ７４億６８００万円
　　　村民一人あたり ５１万円

（平成２６年３月末現在１４，６１４人）
財政調整基金 ２３億１９２９万円
減債基金 ２億６９７９万円
特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金 ３４６３万円
地域の元気臨時交付金事業基金 ５０８１万円
社会福祉施設整備基金 ２９３８万円
地域福祉基金 １億６６０３万円
ふるさと創生基金 ３６７２万円
農業災害基金 ５５８万円
農業用水維持管理基金 ※１７億５９０３万円
義務教育施設整備基金 ８億　３３３万円
社会教育施設整備基金 ２億円
土地開発基金 １億５５１７万円
収入印紙等購買基金 １００万円
　　　　　小　　　計 ５８億３０７６万円

※万円未満は四捨五入。

平成26年第３回定例会

村の　　　　 を村の　　　　 を村の　　　　 を村の　　　 　を
回定例会

お財布

３
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平成 25 年度に完成した南小プール

　平成26年第３回定例会は、９月３日より18日までの16日間の会期で開かれま
12件、報告が１件、全部で23件が提案され、いずれも可決しました。



広
報
し
ん
と
う
の
印
刷
製
本

費
が
２
４
８
万
円
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
過
日
、
議
会
運
営
委
員
会

で
研
修
に
行
っ
た
大た
い
わ和
町
で
は
、
印
刷

製
本
費
は
１
ペ
ー
ジ
あ
た
り
85
銭
と
の

こ
と
で
し
た
。
村
で
は
何
銭
か
か
っ
て

い
ま
す
か
。

総
務
課
長　

村
で
は
１
ペ
ー

ジ
あ
た
り
２
円
50
銭
で
す
。
業

者
は
入
札
で
決
め
て
い
ま
す
が
、
紙
質

と
か
、
カ
ラ
ー
の
使
い
方
で
多
少
単
価

は
違
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
検
証

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

総
務
課
長　

修
繕
箇
所
は
従
来

の
蛍
光
管
を
使

い
、
新
設
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
き

り
か
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
吉
岡
町

は
１
０
０
０
ケ

所
、
補
助
金
を
使
っ
て
防

犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
榛
東

村
で
も
使
え
る
補
助
金

は
な
い
の
で
す
か
。

総
務
課
長　

研
究
し
ま
す
。

村
税
の
中
で
固
定
資
産
税
の
徴

収
率
が
一
番
悪
く
、
収
入
未
済

額
も
多
い
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

税
務
課
長　

バ
ブ
ル
の
時
、
法

人
が
畑
を
買
っ
て
、
宅
地
や
雑

種
地
に
変
更
し
て
更
地
の
ま
ま
に
な
っ

て
お
り
、
固
定
資
産
税
が
未
納
に
な
っ

て
い
る
土
地
が
多
く
あ
り
ま
す
。
山
子

田
地
区
の
某
ホ
テ
ル
な
ど
は
典
型
的
な

例
で
す
。吉

岡
町
は
徴
収
率
が
高
い
の

で
、
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
の
で
す
か
。

税
務
課
長　

確
か
に
、
徴
収
率

は
吉
岡
町
92
・
９
％
、
榛
東
村

88
・
４
％
で
す
。
今
後
、
吉
岡
町
に
追

い
つ
け
、
追
い
越
せ
で
頑
張
り
ま
す
。

※
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
を
来

年
度
以
降
も
行
う
予
定
は
あ
り

ま
す
か
。健

康
保
険
課
長
補
佐　

今
年
度

は
一
般
住
民
向
け
に
ス
ト
レ
ス

に
対
処
す
る
方
法
、
う
つ
状
態
に
な
ら

な
い
た
め
の
対
処
方
法
な
ど
の
講
演
会

を
開
く
予
定
で
す
。

※
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は

　

自
殺
の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
に
気
づ

き
、
適
切
な
対
応
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
、
い
わ
ば
「
命
の
門
番
」
と
も
位
置

づ
け
ら
れ
る
人
の
こ
と
。

部
落
解
放
同
盟
榛
東
支
部
補
助

金
が
６
０
０
万
円
と
い
う
の

は
、
一
団
体
の
補
助
金
と
し
て
は
高
額

で
は
な
い
で
す
か
。

住
民
生
活
課
長　

昭
和
60
年
代

後
半
に
部
落
解
放
基
本
法
が
制

定
さ
れ
、
当
団
体
に
は
、
現
在
人
権
問

題
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
６
０
０
万
円
は
有
効
に
使

わ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

平成25年度一般会計決算を

審査を行う 全員賛成で
認　　定
全員賛成で
認　　定

問

問問

問

問問

問

答

答

答答

　

９
月
11
日
の
本
会
議
に
て
、
平
成
25
年
度
一
般

会
計
決
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
質
疑
を
行
っ
た

後
、
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
へ
※
付
託
さ
れ
ま

し
た
。
議
長
を
除
く
全
議
員
で
組
織
さ
れ
て
い
る

当
委
員
会
で
は
、
9
月
12
、
16
、
17
日
の
3
日
間

に
わ
た
り
、
各
課
に
分
け
て
慎
重
に
審
査
を
行
い

ま
し
た
。
多
数
の
議
論
が
活
発
に
交
わ
さ
れ
、
村

へ
提
出
す
る
要
望
及
び
改
善
事
項
の
と
り
ま
と
め

は
、
今
回
初
め
て
設
置
し
た
小
委
員
会
に
て
行
い

ま
し
た
。

※
付
託
と
は

　

議
会
の
議
決
に
先
立
ち
、
常
任
委
員
会
や
特
別
委
員
会
な
ど
に
詳
し
い
審
査

　

を
委
ね
る
こ
と
。

 

固
定
資
産
税
の
徴
収
率
が

 

悪
い
要
因
は

 

う
つ
病
対
策
の

 　
　
　

講
演
会
を
予
定

４2014.10

コ
ス
ト
の
検
討
を

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は

答

答答

 

補
助
金
６
０
０
万
円
は

　
　
　

高
額
で
は
な
い
か



っ
て
交
通
量
が
多
い
と
こ
ろ
で
す
。

中
学
生
に
対
す
る
交
通
指
導
を

強
化
し
、
特
に
交
差
点
で
の
一

時
停
止
の
徹
底
を
し
て
も
ら
え
な
い
で

す
か
。

教
育
長　

中
学
校
に
要
請
す
る

と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
も
協

力
し
て
、
事
故
の
な
い
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

自
転
車
保
険
料
を
補
助
し

て
保
険
加
入
者
率
を
上
げ

て
は
ど
う
で
す
か
。

副
村
長　

自
転
車
運
転
者

が
加
害
者
に
な
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
こ
ど
も
の
た
め
に
親

の
責
任
で
加
入
し
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

御
堀
地
区
２
１
５
メ
ー
ト
ル

の
改
良
舗
装
を
し
た
の
は
緊

急
性
が
あ
り
、
生
活
道
路
で
あ
る
と
説

明
し
て
い
た
が
、納
得
で
き
な
い
の
で
、

詳
し
く
説
明
を
し
て
も
ら
え
ま
す
か
。

建
設
課
長　

緊
急
性
に
つ
い

て
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
カ
ー
ブ

で
脱
輪
す
る
。
生
活
道
路
は
人
家
が
あ

予算・決算特別委員会

３日間にわたり慎重

答

問

問

問

御
堀
地
区
の
舗
装
工
事
は

中
学
生
の
交
通
指
導
強
化
を

・村税等の収入未済額が多額で、減らすよう対策を
講じること。

・事業を行うにあたっては、補助金の確保に努めると
ともに、補助金の目的に鑑み、適切な運用を図ること。

・電気料削減のために新電力の導入を検討すること。

・子育て支援はもちろんのこと、さらなる少子化対策の
充実を図ること。

・防災ラジオが場所によっては聞こえない原因を調査
し、今後の対策を講じること。

・がん検診の受診率を高めるとともに、精密検査の対象
となった方には医療機関での受診を啓蒙すること。

・スポーツだけでなく、文化面においても壮行金制度を
創設すること。 

・主要施策の成果説明書の記載内容は、成果がわかり
やすいよう十二分に精査のうえ作成すること。

要　望　書

けい もう

　

一
般
会
計
決
算
は
、
今
ま
で
本
会
議

で
審
査
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

は
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
う
す
る

こ
と
で
議
員
個
人
の
意
見
で
は
な
く
、

議
会
と
し
て
の
意
見
を
要
望
書
と
し
て

ま
と
め
、
村
長
に
提
出
し
、
要
望
実
現

を
議
会
と
し
て
、
執
行
に
迫
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

審
査
方
法
を
変
更

５
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答

答

交通ルールを守って通学


